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ヽ
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イ,ど
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4塞禦bげ
■・,=t

秋

異

■
刊

ｌ

・　　　．　”
　
一　．．

・
　

　

，
一

窮

ｒ一壌

一「
一
「
抑
］
創
耐

・．
‐

「
Ｊ
馴
「
引
「
劃
劉

「
「
「
「
「

‐
一
『
［
一
中
「
一
「
「
「川
「「
‐「「

Ｉ

干
し
肉
ヽ
手
し
魚

「
な

康

け
Ａ

・
乾
操

舞
華

４

‐・

Ｔ
〓

な

督

存

食

オ
含

埠

に
壼

卜

■

・
―す

ヒ
■
４

評

特

れ

一
れ

が

デ

３ Ｌ

一
概

要

延

Ｉ

ｔ，
た

０

て

博

な

い
で
し

■

，ヽ
小

・

一贅
」鶴
ド
しの暉
詩
】句綺
ガ瑚管

〓
吟
ｔ
葛
禅
た
手
に

，
■
オ
す
。
ｔ
心
ｔ

一硝
≫
鷲
計
ゞ
詳
ゴ
が
一む
計

一り
大
誅

梅

時

代

０
餞

●

３

原

因

に
ｏ
澤

く

な
か
わ
ら

発 行

礁 |

1場

史 |

探
吉オ

1の
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|,35年 3月 30●

■
●
３
小
卜
な
の
で

す
一
　

一　
　
一
一　
　
　
ｒ
一

塩
減
け
力

と
言
．準
斎
　
　
　
・
　

一

蟄
川
籍

に
，一・比
酔
）
Ｆ
戸
膚

ざ
〓

‐，
お
ネ
■

≡
ふ
打
一珈
一
を
一
〓
＝
ｉ

ｔ
な
が

士
神
韓

や
ｔ
■

，
■
一ア
■
■
●
■
一お
に
作
打
プ
・三

一

ぶ
中
ヽ
作
一ぬ
‘
な
一一■

■
‐書
■
一

，
．承
一れ
．一

ｔ
ｔ
・ｔ

，
■

，
ぐ
麦
津
本
に
■
べ
■
４
ふ

ｔ
券
≡
■
■
ｔ
～

詢
含
ふ

仁
〓

な
あ
で
■
¨

ｔ
ｔ
Ｆ
事
二
客
儀
，
■
肉
ヒ
■
モ

績
率
姑
着

姜
ｔ
ギ
い
キ
ｔ
贅
‘
・
‘
　

　

・　
　
　
　
一

と
≡
≡
ぶ
ｉ
ｔ
な
わ
せ
■
〓
上
ギ
篠
守

諄
κ

着
つ
”
議
〓

Ｉ
小
，
■
嵐
偽
着

な
各

分
で

■
く
。
毎

澤
・森

た
，

大
部

分

の
象

啓

ｔ

毅
　
¨

ｔ

ね
ば

オ

ツ
ｉ
ｔ

，ん

で
ｔ

た

ｏ
■
の
バ
一椰
今

一

絆

義
着

け
に

し
。
後

は

γ

ｔ
．‥
メ

わ
（
ム
・ｔ

・

一
一
一
■

お
「

な
ず
セ
↓
ｒ
ｔ
薇
層

ず
ｔ
峰
〓

」
ｌｔｌ
一嗅
詢
ヒ
を
●
た
●
ゝ

で
，

・
繊
年
打
ど

，
ｔ
ｉ

幸

構

は

ち

，
た
な

ぶ
機

■
け
ど
二
暴
く

■
■

嬌
一ｔ

物
で
■
０
ち
一，
ｉ
ｔ
ん
・
じ
摯
ｔ
当
■
つ
瞭
世

一」
「

¨出
可
・”
“
島
一

・
ピ 燿
れ
為
¨
一
」
だ

・一
「
】
”
一ｒ

・

■

■
”
■
■

■
，

糞
■
■
壼
■

ム
中
ｎ
ｔ
ｔ

議二

ｔ
■
ｓ
薇

■
六
愛
み

任
で
あ
イ

ム
●
薔

着
発
１・
■
●
留

場

で
■
に

―入
れ
Ｓ
べ
■

ふ
●
一

一
無

『
胸

Ｌ

ド

Ｌ

請

・』
』

彎
彎
特

け

な
ま

デ

む
，
な
ム

で
■
な
い
で
Ｌ
ｉ

ゝ
貧

ｔ
・〓
う
で
■
■

一
Ｉ

ｔ
．■
一
一
群

に

業
壺

，

た

時

ヽ
ど
ん
４
る
ヽ
着

ｔ

構

た
■
行

つ
た

で
」

ｒ
Ｓ

む
ｏ
中

杜
障
ビ

ス
年
ツ
ト

こ

れ

の
寝

層

け
舟
ヽ

■
し
ヽ
お
ｂ
“
に
ギ
ト
だ
と
２
爆
「
彙

み
わ
博
摯

れ

ど

ヮ

■

ル

．
（
を
ご

ピ

‐
レ
．■

な

い

ヶ

″

３

，

Ｊ

．

一
一
ぜ

↓
二
は

‘

貯
計
う
ｔ
・■

一
で
行

，
■

■
シ

に
し
Ｆ
膠
に
』
Ｆ
ｂ
風
い
傷
“

●

贔
料
〓
た

ピ

，ハ
午

）
卜

は

ｊ
い
く
■

・
　

　

　

　

　

　

‥０
・　
　
●
・
一

・
２

′
ヽ 傷轟費探場
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重.ISll毛
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鎮:漂
:

デ|ンξ

層 ■ヽ‐

■

は
ド
■
く

，

一
一
情
ｔ

ｉ

し
■

ｏ
　

●
一

さ
■

六
彙
・ｔ
時
代

の
欧

川

０
韓
な

な
鸞

ユ
■
■

，
７
つ
″
洋
船

け

ど
ん
な
■

■
宮
一

彎
』
押
・＝

・弓
町
議
ト
ル
”
一

ち
ヽ

い
■
朱

印
船

・
　

　

　

　

　

　

　

　

一

沐

な

彙
．一
〓

ｓ
ザ

発

局

わ
な
ｓ

な
な

ｏ
■

●

■

で
す

が
Ｌ
ヶ

劣

碁
本
中

た

。
ち

こ
晟

け
わ
ゃ

■

一
が
■
ｌ

ｏ
Ｌ
へ
ｔ

右

一
含

層

Ｆ
”
た

，

〓
‘？
で
す
・
Ｉ
一　
　
　
　
　
・

■
■

失
韓

■
■
ｏ
３

言
う

だ

小
お

、戸
薇
″
一

”́〓ｈ「嘱凛鵡」一「』「」「弔綱♯静」一一一

〓
ヶ
戦
．庫
倉
ｔ
”
″

，
■
一ヽ上
■
■
■
■
含
べ

■

み

た

り
一
　

　

　

　

・・

．
無

営

，
崎

薦

澤

沐
，

へ
ｔ

松

皮

コ

督

も
ち
Ｓ

が
ゆ

写

ｔ

作

，
■
倉

ヽ

■

一
ｔ

の
ｏ
　

■

旧

臓

軍

の

Ｆ
）だ

さ
４
が
ヽ
ず
グ

ル
カ

´
ル

を

ニ
ア

ギ

ニ
７
■
含

べ
な

食

事

奮

。
中
書

な
一■

ス
．ぶ
璃

日

に

ぁ
ま

い
ノ
す

３

日
に

含

べ
■

■

‐

・
　
・
・
・
―

・■

女
人
の
食
ｔ

ｔ
も
織
。支

ユ
諄

で
彙

ｒ

ｔ
■
一■
・ｔ

ｔ
■
含
べ
■
■
■
・〓
の
轟
■
７
■
■
■
■
■
‘

だ

け

ど

↓

二

■

キ

χ

た

ル

Ｆ

Ｆ

■

”
ス

壮

■

つ

つ
ル
コ
ー
ス
ｔ

，
ヾ
た
け
一．キ
一
ザ
７
●
↑
い．ヾ
だ
い
。
た
・豪
ダ
ア
ク
一
・

て
，

卜
め
一ｔ
な
“
一７
一

，
グ

，
い

「。一
■
一サ
ポ
■
■

，
３
■
●
一

一
，　
　
　
　
．　

　

　

●　
　
　
　
一
一　
　
　
　
●

■
ヽヽ
　

．
一
１
１
‐「
―

小
ζ

，

■

み

な

・―

±
８

０

合
ニ

ワ

　

　

　

．

・
．
　

‥

(ツ 儀諄史裸訪 :

＼

‐

一一一・一，・， 一一

慕ニャ



|,85年
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30日

〈全
セ
北轟
鶴
静
卜
一午
卜
・

■
１

濃
働
■

薇
啜

田

票

印

今

回

下
〒
卜
■
は

ｐ
ｅ

立ヽ
化

Ｌ
に

つ
ｔｉ
ｔ
だ
モ
う
ゴ

。
わ
か
会
素
も
ど
う
や

，
■
日
本
使
小
薔
科
Ｂ
へ
ら

苺
終
ど
り
つ
つ
凛
」３
３
し
い
。
し
か
し
予
ユ
ニ
■
３
た
・

●

　́
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

鷲
野
ｆ
誅
話
鴇
常
峰
聾
〔溶
電

摯饗
叔
攀
『婦噂」「
憮輩

■
壼
二
躊
ｔ

ｌ
Ｌ
暉

首

喀



賢
翼
註
録
輩絆
ぽ彎
版
番
購
輩

れ
は
ユ
馬
、２
一

一醤

鴻
Ｑ
神
秘

」
Ｉ

ヽヽ
リ
リ
ーし
―
ソ
ｔ

哺蹴
犠鶏
懃
裁寵癌叫ボ
難
轟
諄

，
マ
ー１
３

こ
と
追
菱

く
。　

．
Ｓ
鐵
の
傷
竜
．」
、
む
Ｔ
め

|"5年 3月夕0澤

`戸
陽陽責澤薔

ｎ

聞

賊

口

ｕ

ｒ

ｔ
〕
ｏ
一
●

一
●
』
Ｘ

一
一
）

ti一
一

‐



鳴

が
み
ノ
最
霊
難
摩
“
余
．ジ
０
た
率
が
製

、矛

与

資
ノ
ド
イ
）

し
て
の
ま
し
た
。

「
治
中
期
に
一
群ヽ
機

―

権

‥

化
色
な
る
こ
亀
躍
彎
れ

曳
農
量
夕
増
ん

今
量

は
特
に
霧

↓
日
介
統
登
歌
す
ダ
Ｖ

外
へ
●
ユ
荷

主
蕉
４
種
に
な
ナ
れ
し
た

冷
た
い
ソ
ーを
ｙ
ｔ
す
す
ノ
な
が
３
■
■
戦
後
白
友
製
粉

，
３
人
■
製
紛
会
社
が
如

味

ｔ

豪

し

ま

れ

て

い

る

万ヽ

ｔ

↓

緩

」

・ｔ
一勧

れ

洋

一

ぇ

雛

が

使

れ

な

る

と

人

卑

ｔ
婆

”で

ｔ

よ

う

。
　

ソ
ー
メ

ン

こ

の

えヽ

ば

こ

Ｔ
Ｔ

は

見

る

こ

こ

は

で

こ

ま

亡

々

颯震
雰
賊
磐
請
押紙
総

事鴨
鳩薦踏尋″諦
彎
犠
時難
押拳一
『】

もム
の４
へ邊鐘“から製一彎
し
てｔ
５タ

て

の
お

よ

う

で

す

。

江

Ｆ

等

へ
末

理

二

人

ｔ

が

ノ‐、
麦

古

持

，

て

来

て

０
た

そ

う

で

人
車
十

製

粉

し

て
ソ
ま

し
室

作

う
掟
特
一■

　
　
薦

標
ぼ

る
Ｐ

で

伸

ら

れ

る
鴨

方

が
基
｝̈州
ひ
３
伝
わ
ソ
，
裁
目
群
北
・鶴
詢
重

“
鮮
■
”
熱
剣
崚
理
磁

崎
バ

で
分
類

じ
て

家ヽ

の

融

業

こ

レ

■

電

虐

発

達

し

Ａ

ｃ
分

こ
れ

ま

す

。

至
，
て
ｔ，る
のです
ｒ
、
この
製旬
墾
』鍬角
鑢噌
一可
和ヽバ
リ狂
彎な
雛
狂れ

組
の
曳
籍

ι
ｔ

■
小
た
が
裁
培
ヽ

０
た

ご

み

、
一通

度ヽ

が

気

↑
犠

ス

が
．タ

ニ

ｉ

↓
各

れ

雀

ン
‐
メ

ン

に
ね
ｉ

し

■

の
た
。
一

など
の条生が整
，マ
”た
こ肝峙締下
“辮蔵嗚射
＝鍛一綺錬鏡繰
咆綽磁諸

レ
構
は
じ
障
にИ一一蹴
一し
な
で
は
ず
な

・
(1‐6) 史探訪 85年 8月 3θ 日

(
ヽ



場た探議 f9∂∫午8月 g。日
ヽ
ノ

月
―

′
Ｉ
ヽ

ろ

に
よ

ζ
参

亀

施

ユ
句

・
昭
和
電
牛
主
資

の
亀
制
筆
礼

と
共

に

全
磯
政
為
一
春
亀
嫌
工
乙
滝
４
■
　
　
一

肝
判
鰤
略
一
難
相
神
学
び
議
蝿
聟
轟
け

な

る
。

現
在

鴨

〓

町

で
は

縛

詢
戸

の

生
・晨
静

が
等

闇

膚
氏
□

八

ノ

の
饉

に
し

て
８
万

蟻

ｔ

生
オ
一
し
て

‐り
景

す
、
　
全

曇

ず

罐

覇

山
県

肇

手
こ
∫
蕎

昌

の
良
左

亀
守

螢

場

つ

霧
ヽ

す
。

え
夫
冬

の
融
業
だ
，
た
の
で

鱒紗
蛹
無
ば
解畿
難蹴
」、輔
可
経
載詢

ｔ

一
軒

だ

け
ず
し

た
が
覆

に
紅

≫ヽ
し
―

入

の
カ

ー

テ

し

み
よ

う

な

ソ
‐
メ
ン

が

さ
永
て

↓
ま
Ｌ
Ａ
こ　
で
は
り
冬
争
寒
鼠

に
さ

３̈

じ

〓

万

夕

む

↓

ι

り

こ

の

こ

こ

で
す

。

イ

タ

ン

年

夕

機

入

覺ヽ

多

く

の

逢

工
縫

が

あ

夕

、
ま

た

え

曖

な

ヽ
化

声
■

な

モ

く
続

か

ｔ

塩

水

の
最

な

な

ど
翡

体

鋳

、

雫

万

覧

こ

呻
ん

ぼ

小

さ

メ

ー

ジ

じ

分

を

く

懇

寺

彎

と

亀

，

て

ま

か

け

た

ｔ

の

風
会

翁

、
響

上
婆

彎
舘

ヽ

れ
毛
小

さ
↓
Ｆ
重
べ

的

で

は
た
．　
　
古
べ

ず
３
邊

性

４

ぅ
，

て
ぉ

ザ

丁
最
例
食

寺
蛯
ず
す
。

山
班
で
ぼ
鵠

猛
織
哺
へ
声
８
代
海
理
ｔ

ｆ
せ
？
五
鋳
（奪

つ
店
蓬

一ガ
ま
す
、
，
江
戸
報
は
難
轟

・ブ
わ
べ
繊

↓
■

嗜
意
貫

案
年

に
ギ
き
等
轟

・
洩

蔦́
マ
今
ま

賞
ん

少
．

．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
（
襲
，　
倉

鵠る!こ

紳為た
農,の を
轟

、フ
“

:〔l 摯
｀

え
´
葛・しの

藤ごく駐健
き か のん

43負ぬ
L)縄 幕・)

tt)lLイ乍
つたか業
て
｀
伝 ろ` こ

ず統,ttフ‐
となわ

業,'ね
芭食意
外4夕 す
し だ

舞 薄警島皇墓キ響響
'魯

奮
の たど '|ね の4p舘繊ぁ舎
耀 轟多 ヤて重違こ場 る撃

言 た警 更た琴竿事日:み ? て t
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ガ
常
購

η
含
事

電
轟
轟
Ｋ
鶴

蕉

氏

ρ

れ

撻

鷺

べ
■

，
魚

鷲
琴
孝

ハ
密

に

よ
夜

卜
あ
〓

彙

ア

、
本

２
の
劉

移

′
響
餃
ヽ

嗜
〓

瞥
銀

、
い
峯
ガ
か
れ
等
風
九
１
」
ｔ
・塩

ソ
ム
フ
わ
Ｓ
デ
．
癬
痒
巻
理
瞥
μ
一ヽ
た

ヽヽｒ
、驚
京
マ
■礫
罐静
穏
瞥
纂が
機

，
■

一い
ス

ｅ

ｔ
、
　
ゴ

馨
「統
謗
ｕ
♯
一
くグ鏡
ｔ
舞
十
麒稀

Ａ

，

ｔ

，

ド

ソ

嗜

金

ヾ
ず

、

に

た

な

人

は

鉾
世
ち

で
は
出
気

ず

。　
レ
シ
コ
ン

Ｌ

は
れ

く
套

篇

．

ぜ
ぼ
う
は

ム
静
宙

の
饉
乳

虻

有
丘
で

諄
華
風

ざ
ぼ
う
ど
づ
可
ｔ
オ
サ
負

ｔ
θ
摯

で

―
．

カ
ダ

チ

ャ
、

い
も
緯

髯

ι
ｔ
計
篠

じ
多
應
６
糞

ヾ
悔
ギ
す
．

′
づ
や
″
Ｙ
ト
ー
応
、
な
た
こ
■
炊
む

ン

ピ
，
ｔ
”
↑
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